
＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊  

プログラミング体験ゲーム 

～アルゴロジックに挑戦！～ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊                                                 

〈 畑 中 公 民館 〉   

〇 開 設 の 趣 旨   ＰＣ の プロ グ ラ ミ ング を ゲー ム で 学 ぶ 。  

〇 期 間  令 和２ 年 １２ 月 ５ 日 （土 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午 （ 計２ 時 間）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 の小 学 ４ 年 生か ら ６年 生 ・ １ ２ 人  

〇 参 加 者  １ ２ 人  

〇 講 師  元 （一 社 ）電 子 情 報 技術 産 業協 会  大 山  裕  

○ 事 業 内 容   ＰＣ を 使っ た ア ル ゴリ ズ ム体 験 ゲ ー ム「 ア ルゴロ ジ ッ ク 」 

         に 挑 戦 す る。  

〇 ま と め  

   本 来は 、夏 休み 講 座 の 予定 で 企画 し た も のだ が 、新型 コ ロ ナ ウイ ル ス感 染

症 の 影 響 で開 催 が延 期 と な った 。  

ま ず 、身 近に あ るコン ピ ュ ー タは ど れぐ ら い あ るか と いう 講 師 か らの 質 問

に 、半 数 の 子 ども達 は １ ０ 個以 下 で答 え て い た 。携帯 、エ ア コ ン 、車 、冷蔵

庫 な ど 、ほと ん ど の家 電 に コ ンピ ュ ータ が 入 っ てい る とい う こ と を聞 き 、自

分 達 の 生 活に は コン ピ ュ ー タは 欠 かせ な い も の だ と いう こ と を 学ん だ 。  

   次 に 、プ ロ グラ ミ ン グ 入門 、自 動販 売 機 ゲ ーム と いう も の を 行っ た 。正し

い 順 番 で ジュ ー スを 買 う こ とが で きた 場 合 、で き ない 場合 は ど う なる の かを

確 か め る ゲー ム であ る 。で き ない 場 合に は Ｕ Ｆ Ｏや お じさ ん が 登 場し 、子 ど

も 達 は 楽 しそ う だっ た 。  

   後 半は 、メイン の ア ル ゴロ ジ ック Ⅰ を 行 った 。ブロッ ク の 中 の赤 い 旗を 取

っ た り 、ラ イン を なぞ る ゲ ー ムで 効 率的 に ゴ ー ルす る ため の ブ ロ ック 指 定や

並 べ 方 を 考え る こと で 、プロ グ ラミ ング の 基 本 が学 べ るゲ ー ム で ある 。今 年

か ら 小 学 校の 授 業で プ ロ グ ラミ ン グが 開 始 し たこ と もあ り 、ス ク ラッ チ ゲー

ム の 体 験 者が 多 く 、難 易 度 の 低い 課 題は ス ム ー ズに 解 いて い る の を見 受 けら

れ た 。最後 の 方に なる と 難 易 度が 上 がり 、大 半は 降 参気 味と な っ た ので 講 師

か ら ヒ ン トを も らい 難 問 も 解決 で きた よ う だ 。  

   こ の講 座 をき か っ け に 、また アル ゴ ロ ジ ック を チャ レ ン ジ して も らえ れ ば

と 思 う 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

子ども電気教室 

～レモン電池を作ろう～ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

                            〈畑 中 公民 館〉   

〇 開 設 の 趣 旨   電気 の 基礎 知 識 と 安全 に つい て 、実 験 を通 じ て電 気 エ ネ

ル ギ ー の 発生 メ カニ ズ ム な どを 学 ぶ。  

〇 期 間  令 和 ２ 年 １１ 月 ７ 日 （土 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午  （計 ２ 時間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 の小 学 ３ 年 生か ら ６年 生 ・ １ ５ 人  

〇 参 加 者  １ ３ 人  

〇 講 師  （ 一財 ） 関東 電 気 保 安協 会  埼 玉 事 業 本部  飯塚  邦 彦  

○ 事 業 内 容   電 気 の 安 全 と 省 エ ネ ル ギ ー に つ い て 解 説 後 、 レ モ ン 電 池

を 作 り 、 電 気 エ ネ ル ギ ー の 発 生 メ カ ニ ズ ム と 電 気 の 性 質を

知 る 。  

〇 ま と め  

   小 学 校３ ～６ 年 生 に 、 電気 につ い て 身 近 に理 解し て も ら う こと を目 的 に 、

関 東 電 気 保安 協 会に よ る 「 レモ ン 電池 を 作 ろ う」 と いう 講 座 を 開催 し た。  

   各 自持 参 して も ら っ た１ セ ンチ の 厚 さ のレ モ ン４ 枚 を 、亜鉛 板 と銅板 の 間

に 交 互 に 挟 み 、 輪 ゴ ム で ま と め て 固 定 さ せ る 。（ ２ 種 類 の 金 属 に 挟 ま れ た レ

モ ン が 電 解液 の 役割 を 果 た し、化学反 応 が 起 きて 電 気が 発 生 。こ れ がレモ ン

電 池 と な る 。） こ こ に Ｌ Ｅ Ｄ 電 球 を つ な げ て 、 点 灯 す る か ど う か 確 認 し て い

っ た 。うま く 点灯し た 子 か らは 次 々に 歓 声 が 上が っ たが 、中 々点 灯 しなか っ

た 子 は 、 講 師 に 重 ね 方 の 間 違 い な ど を 直 し て も

ら い 、 全 員点 灯 させ る こ と が出 来 た。  

   こ の他 に 、Ｄ Ｖ Ｄ ア ニメ に よる 、家 庭 で の電

気 製 品 の 安 全 な 使 い 方 や 省 エ ネ 方 法 の 紹 介 、 さ

ら に 、 実 験 装 置 を 使 っ て 「 シ ョ ー ト 」 や 「 過 電

流 」 に よ っ て 電 線 が 発 熱 、 発 煙 す る 様 子 も 再 現

さ れ 、 そ の 火 花 や 音 、 煙 の 臭 い な ど に 驚 い て い

る 様 子 だ っ た 。 電 気 は 生 活 に 欠 か せ な い 便 利 な

も の で あ る 一 方 で 、 危 険 を 伴 う も の で あ る こ と

を 分 か り やす く 学ぶ こ と が でき た 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊

「日本事物誌」を読む 

～イギリス人から見た明治日本～  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   明治 ２ ３年 に 発 行 され た 日本 に 関 す る小 事 典を 学 ぶ 。  

〇 期 間  令 和 ２ 年 １ １ 月 １ ７ 日 ・ ２ ４ 日 、 １ ２ 月 ８ 日 ・ １ ５ 日 の 火

曜 日 （ 計 ４回 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午  （計 ８ 時間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ ３ ０人  

〇 参 加 者  ２ ７人  参加 延 べ 人 数９ ４ 人  

〇 講 師  学 習院 大 学講 師  林  東 洋  

〇 事 業 内 容   

回  月  日  内  容  

１  １ １ 月 １ ７日 （ 火） 
明 治 時 代 に 東 京 帝 国 大 学 で 教 鞭 を と っ た

「 お 雇 い 外 国 人 」 で あ る Ｂ ． Ｈ チ ェ ン バ レ ン

の 目 を 通 し て 当 時 の 日 本 の 姿 を ４ 回 に 渡 り 深

く 読 込 み 、 文 脈 の 解 説 と 解 釈 、 そ の 考 察 を 行

う 。  

２  １ １ 月 ２ ４日 （ 火） 

３  １ ２ 月  ８日 （ 火） 

４  １ ２ 月 １ ５日 （ 火） 

〇 ま と め 

  今 回 の講 座 は 、昨 年 受 講 者に ア ンケ ー ト を 取り 、一 番希 望 者 が 多か っ た「日

本 事 物 誌 」 が 選 ば れ 開 催 が 決 定 し た 。「 日 本 事 物 誌 」 に は 、 幕 末 か ら 明 治 初

期 に か け ての 日 本と い う 国 の様 子 が事 細 か に 綴ら れ てい る 。中 を 開く と「算

盤（ Abacus）」か ら「 動 物 学（ Zoology）」ま で を ア ル ファベ ッ ト 順 に配 列 し、

言 葉 巧 み に事 物 百般 を 説 く 小事 典 とな っ て い る 。そ の 中か ら 講 師 が選 抜 した

２ ６ の 話 を解 説 して く れ た 。  

  著 書 独自 の 視点 が ス パ イス と なり 、読 み物 と し ての魅 力 を 増 大さ せ てい る

よ う に 思 う 。私 達日 本 人 が 何気 な く普 通 に 過 ごし て いる 文 化・風 習な ど 、外

国 人 の 目 から 見 ると 不 思 議 なこ と が多 い よ う だ。  

  今 回 、新 型 コロ ナ ウ イ ルス 感 染症 の 影 響 で来 ら れな か っ た 方や 、また 違 う

話 し も 聴 いて み たい と い う 意見 も あり 、来 年 も「日 本 事物 誌 」を 読 むこ とに

な り そ う だ。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

ＭＯＭＡＳコレクションで楽しむ近現代美術  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   近 代 美 術 を 中 心 に 歴 史 を 交 え 、 絵 画 を 楽 し む コ ツ を 紹 介

す る 。  

〇 期 間  令 和３ 年 １月 ２ ７ 日 （水 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ １ １ 時 ３０ 分 （計 １ ． ５ 時間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ ２ ０ 人  

〇 参 加 者  ８ 人  

〇 講 師  埼 玉県 立 近代 美 術 館  佐 藤  あ ゆ か  

〇 事 業 内 容  ・ 作品 鑑 賞の ポ イ ン ト  

         ・ コ レ ク ショ ン 展  ４ つ の 水紋 で みる 美 術 の 世界  

         ・ Ｍ Ｏ Ｍ ＡＳ で 出会 え る 現 代ア ー ト  

〇 ま と め   

  国 の 緊急 事 態宣 言 に よ り県 立 近代 美 術 館 が休 館 中で あ る た め、一 部内容 が

変 更 と な った 。今回 は 、新型 コ ロナウ イ ル ス 感染 症 の感 染 対 策 のた め、グ ル

ー プ ご と の意 見 交換 は 行 わ ず、質 問も 控 え て もら い 、講 師 が プ ロジ ェ クタ ー

で 色 々 な 作品（ 絵画 、椅 子 、彫刻 等 ）の 紹 介 を する 内 容と な っ た 。始め のう

ち は 皆 さ ん静 か に受 講 し て いた が 、絵に 集 中 し てい く うち に 自 然 に質 問 が出

て し ま う こと も あっ た 。それ だ け 熱心に 講 義 を 聴い て もら っ た と いう 意 味で

は 良 か っ た。  

  来 年 度は 、現地 で 美 術 鑑賞 を して も ら い 、感 じ たこ と を 意 見交 換 でき る よ

う な 講 座 を開 催 して い き た い。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

ひな祭り料理講座 

～何度も作りたくなるおもてなし料理～ 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

                            〈畑 中 公民 館〉   

〇 開 設 の 趣 旨   ひな 祭 りに 楽 し め る料 理 を作 る 。  

〇 期 間  令 和３ 年 ２月 ２ ６ 日 （金 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 午 後 １ 時  （ 計３ 時 間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方 ・ １ ２人  

〇 参 加 者  １ ２ 人  

○ 参 加 費  調 理材 料 費１ ， ２ ０ ０円  

〇 講 師  管 理栄 養 士  鳴 嶋  廣美  

○ 事 業 内 容  メ ニュ ー  ・ カ ッ プ ちら し 寿司  ・ 鶏 の変 わ り唐 揚 げ       

              ・ すま し 汁  ・桜 餅  

〇 ま と め  

   コ ロナ 禍 での 開 催 の ため 、メ ニュ ー は 持 ち帰 り しや す い も のを 考 え 、ま た

効 率 的 に 早く 調 理出 来 る よ う 、講 師 は前 日 か ら 来館 し 、材料 な ど の 準備 を 整

え た 。  

 メ ニ ュ ーは 、カッ プ に 盛 り付 け られ た ち ら し寿 司 、細 か い 色 付き あ られ や

小 海 老 を 衣に し た鶏 の 変 わ り唐 揚 げ、醤 油 麹 を 使っ た即 席 す ま し汁 、皮を 手

焼 き し た 桜餅 、どれ も 持 ち 帰り し やす く 、色 味 もき れい で あ っ た 。講 師の 拘

り と し て 、 ち ら し 寿 司 は 、「 ご 飯 ５ 、 具 を ５ 」 の 割 合 に な る よ う 具 材 を 多 目

に し て 炭 水化 物 を控 え 目 に した り 、調 味 料 も「 麹」を 使っ て 甘 味 を出 し 砂糖

を 控 え る な ど 、 家 族 の 健 康 を 思 い 、 家 庭 料 理 な ら で は の 工 夫 が 見 ら れ た 。

 久 し ぶ り の 料 理 講 座 で あ っ た た め 、 三 密 に 気 を 付 け な が ら も 「 楽 し か っ

た 。」「 ま たぜ ひ 料理 講 座 を 企画 し て欲 し い 。」 との 声 が多 数 聞 か れた 。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

中国の歴史を知ろう  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   尖 閣 問 題 、 南 京 事 件 に つ い て の 日 中 の 異 な る 解 釈 、 台 湾

の １ ７ 世 紀か ら 民主 化 ま で の歴 史 を学 ぶ 。  

〇 期 間  令 和３ 年 ２月 １ ７ 日 ～３ 月 １０ 日 ま で の毎 週 水曜 日  

（ 計 ４ 回 ）  

〇 時 間  午 前１ ０ 時～ 正 午  （計 ８ 時間 ）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ ２ ４ 人  

〇 参 加 者  ２ ４ 人  参加 延 べ 人 数 ９ １ 人                   

〇 講 師  元 明治 学 院大 学 教 授  横 山  宏 章  

〇 事 業 内 容  

回  月   日  内    容  

１  ２ 月 １ ７ 日（ 水 ） 「 尖 閣 論 争」 日 中の 歴 史 認 識と 領 有権 問 題  

２  ２ 月 ２ ４ 日（ 水 ） 「 南 京 虐 殺」 論 争  

３  ３ 月  ３ 日（ 水 ） 外 来 政 権 に支 配 され て 来 た （美 麗 島） の 歴 史  

４  ３ 月 １ ０ 日（ 水 ） 台 湾 の 変 貌  独 裁か ら 民 主 国家 へ  

〇 ま と め 

  人 気 の講 座 で、今 年 で ３回 目 の開 催 と な った 。当初 の 予 定 は４ 月 であ っ た

が 、新 型コ ロ ナ ウイル ス 感 染 症の 影 響で 時 期 を 延期 し 、募集 人 員 を 減ら し て 、

こ の 時 期 に開 催 する こ と が でき た 。  

  第 １ 回と 第 ２ 回 は 、日 中 間 の難 しい 問 題 で はあ る が 、政 治 性 を 排除 し て双  

方 の 異 な る 解 釈 を 紹 介 し 、 食 い 違 い が な ぜ 起 こ る か を 考 え る 講 義 で あ っ た 。

「 過 去 の 歴史 を 学ぶ こ と は 大事 。しかし そ れ は 現在 の 関係 に 影 響 を及 ぼ すこ

と な く 、 過 去 を 正 し く 相 対 化 し 、 新 し い 関 係 を 築 い て ゆ く べ き だ 。」 と いう

中 国 の 大 学教 授 の話 が 紹 介 され 、 印象 に 残 っ た。  

   第 ３ 回 と 第 ４ 回 は 、 も う 一 つ の 中 国 、 台 湾 の 歴 史 を 知 ろ う と い う 内 容 で 、

１ ７ 世 紀 か ら 現 代 ま で の 歴 史 と 、 民 主 化 へ の 歩 み を 学 ん だ 。 隣 の 国 で あ り 、

今 は 観 光 で訪 れ る事 も 多 い 台湾 で ある が 、１９ ８ ７年 まで 、３ ８年 間 とい う

世 界 一 長 い戒 厳 令が 施 か れ てい た こと 、ま た、５０ 年 間も 日 本 の 統治 下 にあ

っ た と い う過 去 があ り な が ら 、な ぜ 親日 で あ る かな ど 知ら な い こ とも 多 く大

変 興 味 深 い内 容 であ っ た 。パ ワ ーポ イン ト を 使 った 講 義で 、内 容も 良 くま と

め ら れ て おり 、 大変 分 か り やす い と好 評 で あ った 。   
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生活に役立つ講座 

～家事効率が上がる片づけ術～  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   普 段 の 生活 の 中 で 、役 立 ちそ う な こ とを 学 ぶ。  

〇 期 間  令 和３ 年 ３月 ５ 日 （ 金 ）  

〇 時 間  午 前 １ ０ 時 ～ 正 午 （ 計２ 時 間）  

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 方・ ２ ４ 人  

〇 参 加 者  ２ １ 人  

〇 講 師  整 理収 納 アド バ イ ザ ー  山 口  香 央 里  

〇 事 業 内 容  無 意識 の クセ に 沿 っ た「 利 き脳 片 づ け 術」 等  

〇 ま と め 

 こ の 講 座は 、本来 な ら ば 前年 度 に開 催 す る 予定 だ った が 、新 型コ ロ ナウ イ

ル ス 感 染 症の 影 響に よ り 一 年遅 れ で開 催 さ れ た。  

片 づ け に 興味 が ある 方 が 多 いよ う で 、多 数 応 募 いた だ いた が 国 の 緊急 事 態

宣 言 に よ り２ ４ 人し か 募 集 でき ず 残念 だ っ た 。  

「 家 事 効 率が 上 がる 片 づ け 術」と いう タ イ ト ルだ が 、最 終 的 に「ど う 暮ら

し て い き た い か 」 そ れ に 向 け て 片 づ け や す く 散 ら か り に く い 順 番 を 決 め て 、

進 め る の が 重 要 で あ る と い う 。 そ の 順 番 は 、 ① 目 標 設 定 （ 考 え る ）、 ② 整 理

（ 分 け る ）、③ 定 位置（ 収 め る）、④ 片づ け る 、とい う もの で 、① ～③ は 土台

と し 、 ④ は習 慣 づけ る と い う４ つ の工 程 で あ る。  

 整 理 に つい て は、小 さ い場 所（ 引 出し 一 段 等）か ら 始め て い き、広 い 場所  

に 全 部 出 して 分 別し て い く 。手放 し にく い も の は後 回 しに し 、使 っ たら 必 ず  

戻 す 時 間 を決 め るの が ポ イ ント で 、直 ぐ に 戻 さ な く て も 夕 飯 後 や 入 浴 後 等 、 

具 体 的 に 決め 、 習慣 づ け る こと が 重要 で あ る とい う 。  

 ま た 、人 に は利 き脳 と い う 行動 パ ター ン が ４ 種類 あ り、こ れ を 解 って い る

と 相 手 が どの よ うに す れ ば 片づ け やす く な る のか を 理解 で き る ので 、家 族等 、

利 き 脳 を 調べ て 片づ け 方 を アド バ イス す る の も良  

い か も し れな い 。た だ 、 一 番は 相 手で は な く 自分  

の 言 動 を 変え る こと （ 手 本 を示 す ・接 し 方 ・ 期待  

値 を 下 げ る等 ） が大 事 で あ ると い う。 な お 、 利き  

脳 は 必 ず しも 当 ては ま る 訳 では な いの で 参 考 にし  

て ほ し い との こ とで あ る 。  
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人権学習 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   日常 生 活に お け る 差別 や 偏見 に つ い て考 え 、意識 を 持 っ て

い く こ と を目 的 とす る 。  

〇 期 間  令 和２ 年 １１ 月 ２ １ 日（ 土 ）   

〇 対 象 ・ 定 員   公 民 館 サ ーク ル の 代 表・ ５ ０人  

〇 参 加 者  ３ ４人  

〇 事 業 内 容   利用 者 懇談 会 時 に 人権 啓 発冊 子 を 配 布し 、自 己啓 発 意 識 を

高 め て も らう 。  

〇 ま と め 

  例 年 、利 用 者懇談 会 の 会 議終 了 後に 人 権 啓 発の Ｄ ＶＤ を 視 聴 して も らっ て

い た が 、今 年度 は 新 型 コ ロ ナウ イ ルス 感 染 症 拡大 防 止の た め 、会 場の 変更 に

よ り Ｄ Ｖ Ｄ視 聴 は行 え な か った 。  

人 権 啓 発 冊子 「 人権 ア ・ ラ ・カ ル ト」 の 配 布 のみ の 啓発 活 動 と なっ た 。  
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シニア向けタブレット入門講座  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊  

〈 畑 中 公 民 館 〉  

〇 開 設 の 趣 旨   高齢 者 を対 象 に タ ブレ ッ トの 基 本 操 作を 学 ぶ。  

〇 期 間  令 和３ 年 ３月 １ ６ 日 （火 )   

〇 時 間  午 後１ 時 ３０ 分 ～ 午 後３ 時 ３０ 分  （ 計２ 時 間）   

〇 対 象 ・ 定 員  市 内 在 住 又は 在 勤 の 概ね ７ ０才 ま で の 方・ １ ５人            

〇 参 加 者  １ ５ 人    

〇 講 師  Ｋ ＤＤ Ｉ ケー タ イ 教 室認 定 講師   

〇 事 業 内 容   タ ブ レ ッ ト に つ い て の 基 本 操 作 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 ア プ

リ の 活 用 方法 及 び安 全 対 策 につ い て学 ぶ 。  

〇 ま と め 

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 株式 会 社が 社 会 貢 献活 動 とし て 行 っ てい る シニ ア 向 け 安心・安全

教 室 か ら 講師 を 派遣 し て も らい 実 施し た 。  

こ の 講 座 は昨 年 も開 催 し て いる が 、コ ロ ナ 禍 で、家 で過 ご す 人 が増 え たせ

い か 、 今 回の 申 込み 件 数 が 大変 多 かっ た 。  

前 半 は 、電 源を 入れ る と こ ろか ら 入り 、地 図 検 索 、ゲ ーム を 通 し たタ ッ プ

練 習 を メ イン に 行っ た 。指 のど の 部分 で 操 作 する の か、ど れ く らい の 強さ で

押 す の か など 、 細か い と こ ろま で 説明 し て く れた 。  

後 半 は 、情報 を 得る た め の 検索 方 法を 習 っ た 。Ｙ ｏ ｕＴ ｕ ｂ ｅ 検索 で 音楽

を 聴 い た り、Ｈ Ｐやラ ジ オ ア プリ で 災害 情 報 を 知る 方 法な ど を 知 るこ と がで

き た 。次 にカ メ ラの 操 作 に 入り 、自撮 り や 連 写の や り方 を 習 い 、受 講 生は 楽

し そ う に 撮影 を して い た 。  

  今 回 は、国の 緊急 事 態 宣 言に よ り人 数 を 減 らし て の開 催 だ っ たが 、次 回は  

た く さ ん の方 に 参加 し て も らい た いと 思 う 。  
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